
(57)【要約】

【課題】ＣＥＬＰ方式の音声符号化装置／音声復号装置

において適応符号帳の更新により音質の向上を図ること

。

【解決手段】復号化波形生成部２０１は、ゲイン符号と

インデクスに対応する２つの音源を用いてローカルな音

源波形を生成する。復号化波形挿入部２０２は、復号化

音源データメモリ２０４に記憶されている復号化音源デ

ータを未来から過去にメモリシフトしてメモリから出た

部分を破棄し、未来の空いた部分にローカルな復号化音

源波形を格納する。フィルタ処理部２０３は、ローカル

な復号化音源波形を挿入された後の復号化音源データに

対してフィルタリングを行う。フィルタ処理部２０３に

てピッチフィルタリングされた後の復号化音源データを

、更新された適応符号帳とする。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
適 応 符 号 帳 で あ る 復 号 化 音 源 デ ー タ を 未 来 か ら 過 去 に メ モ リ シ フ ト し て メ モ リ か ら 出 た 部
分 を 破 棄 す る 工 程 と 、 未 来 の 空 い た 部 分 に ロ ー カ ル な 復 号 化 音 源 波 形 を 格 納 す る 工 程 と 、
ロ ー カ ル な 復 号 化 音 源 波 形 を 挿 入 し た 後 の 復 号 化 音 源 デ ー タ に 対 し て フ ィ ル タ リ ン グ を 行
う 工 程 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 適 応 符 号 帳 の 更 新 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
フ ィ ル タ リ ン グ を 行 う 工 程 に お い て 、 未 来 か ら 過 去 に 向 か っ て フ ィ ル タ を か け る 後 ろ 向 き
フ ィ ル タ リ ン グ を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 適 応 符 号 帳 の 更 新 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
フ ィ ル タ リ ン グ を 行 う 工 程 に お い て 、 後 ろ 向 き フ ィ ル タ の ピ ッ チ フ ィ ル タ に よ り 、 適 応 符
号 帳 の 符 号 に 対 応 す る ラ グ と 復 号 化 さ れ た 適 応 符 号 帳 の 音 源 の ゲ イ ン を 用 い て ピ ッ チ フ ィ
ル タ リ ン グ を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 適 応 符 号 帳 の 更 新 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 に よ り 適 応 符 号 帳 の 更 新 を 行 う こ と を 特 徴
と す る 音 声 符 号 化 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 に 対 応 し た 適 応 符 号 帳 の 更 新 を 行 う こ と を
特 徴 と す る 音 声 復 号 化 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 Ｃ Ｅ Ｌ Ｐ 方 式 の 音 声 符 号 化 装 置 ／ 音 声 復 号 化 装 置 に お け る 適 応 符 号 帳 の 更 新 方
法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
イ ン タ ー ネ ッ ト 通 信 に 代 表 さ れ る パ ケ ッ ト 通 信 シ ス テ ム や 、 移 動 通 信 シ ス テ ム な ど で 音 声
信 号 を 伝 送 す る 場 合 、 音 声 信 号 の 伝 送 効 率 を 高 め る た め 、 圧 縮 符 号 化 技 術 が よ く 使 わ れ る
。 こ れ ま で に 多 く の 音 声 符 号 化 方 式 が 開 発 さ れ て お り 、 Ｃ Ｅ Ｌ Ｐ 方 式 等 、 近 年 開 発 さ れ た
低 ビ ッ ト レ ー ト 音 声 符 号 化 方 式 の 多 く は 、 音 声 信 号 を ス ペ ク ト ル 包 絡 情 報 と ス ペ ク ト ル の
微 細 構 造 情 報 と に 分 離 し 、 分 離 し た 情 報 を そ れ ぞ れ 圧 縮 ・ 符 号 化 す る 方 式 で あ る （ 例 え ば
、 非 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ し て 、 近 年 で は 、 音 声 符 号 化 装 置 の 更 な る 音 質 の 向 上 が 求 め ら れ て い る 。 こ の 点 、 Ｃ Ｅ
Ｌ Ｐ 方 式 の 音 声 符 号 化 装 置 に お け る 確 率 的 符 号 帳 の 構 成 、 適 応 符 号 帳 の 構 成 及 び 探 索 方 法
に つ い て は 研 究 が 進 ん で い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ８ ２ ６ ９ ７ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】
M.R.Schroeder, B.S.Atal, "Code Excited Linear Prediction: High QualitySpeech at 
Low Bit Rate", IEEE proc., ICASSP'85 pp.937-940
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 適 応 符 号 帳 の 更 新 に つ い て の 研 究 は 余 り な さ れ て お ら ず 、 こ の 部 分 の 性 能
向 上 に 課 題 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は か か る 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 Ｃ Ｅ Ｌ Ｐ 方 式 の 音 声 符 号 化 装 置 ／ 音 声 復
号 化 装 置 に お い て 音 質 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 適 応 符 号 帳 の 更 新 方 法 、 音 声 符 号 化 装 置
及 び 音 声 復 号 化 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 適 応 符 号 帳 の 更 新 方 法 は 、 適 応 符 号 帳 で あ る 復 号 化 音 源 デ ー タ を 未 来 か ら 過 去 に
メ モ リ シ フ ト し て メ モ リ か ら 出 た 部 分 を 破 棄 す る 工 程 と 、 未 来 の 空 い た 部 分 に ロ ー カ ル な
復 号 化 音 源 波 形 を 格 納 す る 工 程 と 、 ロ ー カ ル な 復 号 化 音 源 波 形 を 挿 入 さ れ た 後 の 復 号 化 音
源 デ ー タ に 対 し て フ ィ ル タ リ ン グ を 行 う 工 程 と を 具 備 す る 方 法 を 採 る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の 方 法 に よ り 、 適 応 符 号 帳 の ピ ッ チ 構 造 を 強 調 す る こ と が で き 、 復 号 化 音 源 デ ー タ を よ
り 良 好 な 音 質 が 得 ら れ る よ う に 加 工 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 適 応 符 号 帳 の 更 新 方 法 は 、 フ ィ ル タ リ ン グ を 行 う 工 程 に お い て 、 未 来 か ら 過 去 に
向 か っ て フ ィ ル タ を か け る 後 ろ 向 き フ ィ ル タ リ ン グ を 用 い る 方 法 を 採 る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の 方 法 に よ り 、 復 号 化 音 源 デ ー タ を よ り 良 好 な 音 質 が 得 ら れ る よ う に 加 工 す る こ と が で
き 、 さ ら に 、 そ の 加 工 に よ る 伝 送 誤 り の 伝 播 を 少 な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の 適 応 符 号 帳 の 更 新 方 法 は 、 フ ィ ル タ リ ン グ を 行 う 工 程 に お い て 、 後 ろ 向 き フ ィ ル
タ の ピ ッ チ フ ィ ル タ に よ り 、 適 応 符 号 帳 の 符 号 に 対 応 す る ラ グ と 復 号 化 さ れ た 適 応 符 号 帳
の 音 源 の ゲ イ ン を 用 い て ピ ッ チ フ ィ ル タ リ ン グ を 行 う 方 法 を 採 る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の 方 法 に よ り 、 ピ ッ チ 構 造 の は っ き り し た 復 号 化 音 源 デ ー タ を 用 意 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 の 音 声 符 号 化 装 置 は 、 上 記 い ず れ か の 方 法 に よ り 適 応 符 号 帳 の 更 新 を 行 う 構 成 を 採
る 。 ま た 、 本 発 明 の 音 声 復 号 化 装 置 は 、 上 記 い ず れ か の 方 法 に 対 応 し た 適 応 符 号 帳 の 更 新
を 行 う 構 成 を 採 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ れ ら の 構 成 に よ り 、 適 応 符 号 帳 で あ る 復 号 化 音 源 デ ー タ を 、 よ り 良 好 な 音 質 が 得 ら れ る
よ う に 加 工 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 骨 子 は 、 適 応 符 号 帳 で あ る 復 号 化 音 源 デ ー タ を 未 来 か ら 過 去 に メ モ リ シ フ ト し て
メ モ リ か ら 出 た 部 分 を 破 棄 し 、 未 来 の 空 い た 部 分 に ロ ー カ ル な 復 号 化 音 源 波 形 を 格 納 し 、
ロ ー カ ル な 復 号 化 音 源 波 形 を 挿 入 さ れ た 後 の 復 号 化 音 源 デ ー タ に 対 し て フ ィ ル タ リ ン グ を
行 う こ と に よ り 適 応 符 号 帳 を 更 新 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ 実 施 の 形 態 １ ）
図 １ は 、 Ｃ Ｅ Ｌ Ｐ 方 式 の 音 声 符 号 化 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 な お 、 入 力 音 声
信 号 は 、 ２ ０ ｍ ｓ 程 度 の 時 間 間 隔 で 区 切 ら れ た 処 理 フ レ ー ム ご と に 、 音 声 符 号 化 装 置 に 逐
次 入 力 さ れ る も の と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
処 理 フ レ ー ム ご と に 音 声 符 号 化 装 置 に 入 力 さ れ た 入 力 音 声 信 号 は 、 ま ず 、 Ｌ Ｐ Ｃ 分 析 部 １
０ １ に 供 給 さ れ る 。 Ｌ Ｐ Ｃ 分 析 部 １ ０ １ は 、 入 力 音 声 信 号 を Ｌ Ｐ Ｃ （ Linear Predictive 
Coding） 分 析 し て Ｌ Ｐ Ｃ 係 数 を 取 得 し 、 Ｌ Ｐ Ｃ 係 数 を ベ ク ト ル 量 子 化 し て Ｌ Ｐ Ｃ 符 号 と し
、 こ の Ｌ Ｐ Ｃ 符 号 を 復 号 化 し て 復 号 化 Ｌ Ｐ Ｃ 係 数 を 得 る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
適 応 符 号 帳 １ ０ ２ は 、 一 般 に 、 過 去 の 合 成 音 源 波 形 を 一 定 の 長 さ （ ピ ッ チ 探 索 範 囲 ） だ け
メ モ リ に 格 納 し た も の で あ る 。 こ こ で 、 符 号 化 は 、 ど の 位 前 の 合 成 音 源 を 使 用 す る か の 値
（ 一 般 に ラ グ と 呼 ば れ 、 人 の 母 音 等 の 有 声 音 で は 基 本 周 期 （ ピ ッ チ ） に 対 応 す る ） と 、 そ
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の ゲ イ ン の ２ つ の パ ラ メ ー タ で 行 わ れ る 。 し た が っ て 、 適 応 符 号 帳 １ ０ ２ は 、 人 の 母 音 等
規 則 的 に 似 て い る 波 形 が 並 ぶ 部 分 の 符 号 化 に お い て 符 号 化 効 率 に 大 き く 貢 献 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
確 率 的 符 号 帳 １ ０ ３ は 、 番 号 付 け ら れ た サ ブ フ レ ー ム 長 の 音 源 サ ン プ ル が 複 数 格 納 さ れ て
い る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
音 源 作 成 部 １ ０ ４ は 、 適 応 符 号 帳 １ ０ ２ 及 び 確 率 的 符 号 帳 １ ０ ３ か ら 、 そ れ ぞ れ 適 応 コ ー
ド ベ ク ト ル 及 び 固 定 コ ー ド ベ ク ト ル を 読 み 出 し て 、 Ｌ Ｐ Ｃ 合 成 部 １ ０ ５ へ 送 る 。 Ｌ Ｐ Ｃ 合
成 部 １ ０ ５ は 、 音 源 作 成 部 １ ０ ４ か ら 供 給 さ れ る 適 応 コ ー ド ベ ク ト ル 及 び 固 定 コ ー ド ベ ク
ト ル を 、 Ｌ Ｐ Ｃ 分 析 部 １ ０ １ よ り 与 え ら れ る 復 号 化 Ｌ Ｐ Ｃ 係 数 を フ ィ ル タ 係 数 に も つ 全 極
型 の 合 成 フ ィ ル タ で そ れ ぞ れ 合 成 フ ィ ル タ リ ン グ し 、 合 成 適 応 コ ー ド ベ ク ト ル 及 び 合 成 固
定 コ ー ド ベ ク ト ル を 得 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
比 較 部 １ ０ ６ は 、 Ｌ Ｐ Ｃ 合 成 部 １ ０ ５ か ら 出 力 さ れ る 合 成 適 応 コ ー ド ベ ク ト ル と 合 成 固 定
コ ー ド ベ ク ト ル と 入 力 音 声 信 号 と の 関 係 を 分 析 し て 、 合 成 適 応 コ ー ド ベ ク ト ル に 乗 じ る 適
応 符 号 帳 最 適 ゲ イ ン と 合 成 固 定 コ ー ド ベ ク ト ル に 乗 じ る 確 率 的 符 号 帳 最 適 ゲ イ ン を そ れ ぞ
れ 求 め る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 比 較 部 １ ０ ６ は 、 合 成 適 応 コ ー ド ベ ク ト ル に 適 応 符 号 帳 最 適 ゲ イ ン を 乗 じ て 得 ら れ
る ベ ク ト ル と 、 合 成 固 定 コ ー ド ベ ク ト ル に 確 率 的 符 号 帳 最 適 ゲ イ ン を 乗 じ て 得 ら れ る ベ ク
ト ル と を 加 算 し て 合 成 音 声 ベ ク ト ル を 取 得 し 、 合 成 音 声 と 入 力 音 声 信 号 と の 距 離 計 算 を 行
う 。 そ し て 、 比 較 部 １ ０ ６ は 、 適 応 符 号 帳 １ ０ ２ が 格 納 し て い る 適 応 コ ー ド ベ ク ト ル と 、
確 率 的 符 号 帳 １ ０ ３ が 格 納 し て い る 固 定 コ ー ド ベ ク ト ル の 全 組 み 合 わ せ に つ い て 合 成 音 声
ベ ク ト ル を 取 得 し 、 合 成 音 声 と 入 力 音 声 信 号 と の 距 離 が 最 小 と な る 適 応 コ ー ド ベ ク ト ル の
イ ン デ ク ス と 固 定 コ ー ド ベ ク ト ル の イ ン デ ク ス 求 め る 。 そ し て 、 比 較 部 １ ０ ６ は 、 各 符 号
帳 か ら 出 力 さ れ る コ ー ド ベ ク ト ル の イ ン デ ク ス 、 イ ン デ ク ス に 対 応 す る そ れ ぞ れ の コ ー ド
ベ ク ト ル 、 並 び に イ ン デ ク ス に 対 応 す る 適 応 符 号 帳 最 適 ゲ イ ン 及 び 確 率 的 符 号 帳 最 適 ゲ イ
ン を パ ラ メ ー タ 符 号 化 部 １ ０ ７ へ 送 る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
パ ラ メ ー タ 符 号 化 部 １ ０ ７ は 、 適 応 符 号 帳 最 適 ゲ イ ン と 確 率 的 符 号 帳 最 適 ゲ イ ン を 符 号 化
し て ゲ イ ン 符 号 を 取 得 し 、 ゲ イ ン 符 号 と 、 Ｌ Ｐ Ｃ 分 析 部 １ ０ １ か ら 与 え ら れ た Ｌ Ｐ Ｃ 符 号
と 、 各 符 号 帳 の イ ン デ ク ス と を 処 理 フ レ ー ム ご と に ま と め て 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 パ ラ メ ー タ 符 号 化 部 １ ０ ７ は 、 適 応 符 号 帳 の イ ン デ ク ス に 対 応 す る 適 応 コ ー ド ベ ク
ト ル に ゲ イ ン 符 号 に 対 応 す る 適 応 符 号 帳 ゲ イ ン を 乗 じ て 得 ら れ る ベ ク ト ル と 、 確 率 的 符 号
帳 の イ ン デ ク ス に 対 応 す る 固 定 コ ー ド ベ ク ト ル に ゲ イ ン 符 号 に 対 応 す る 確 率 的 符 号 帳 ゲ イ
ン を 乗 じ た ベ ク ト ル と の ２ つ ベ ク ト ル を 適 応 符 号 帳 １ ０ ２ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
な お 、 Ｌ Ｐ Ｃ 合 成 部 １ ０ ５ に お け る 合 成 フ ィ ル タ リ ン グ は 、 線 形 予 測 係 数 や 、 高 域 強 調 フ
ィ ル タ や 、 入 力 音 声 を 長 期 予 測 分 析 し て 得 ら れ る 長 期 予 測 係 数 を 用 い た 聴 感 重 み 付 け フ ィ
ル タ を 併 用 す る の が 一 般 的 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 適 応 符 号 帳 と 確 率 的 符 号 帳 の 最 適 イ ン デ ク ス の 探 索 、 最 適 ゲ イ ン の 算 出 、 最 適 ゲ イ
ン の 符 号 化 処 理 は 、 フ レ ー ム を 更 に 分 割 し た サ ブ フ レ ー ム 単 位 で 行 わ れ る の が 一 般 的 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
次 に 、 適 応 符 号 帳 １ ０ ２ の 内 部 処 理 に つ い て 、 図 ２ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ２ は 、 本 実 施 の
形 態 に 係 る 適 応 符 号 帳 １ ０ ２ の 内 部 構 成 を 示 す 機 能 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ２ に 示 す よ う に
、 適 応 符 号 帳 １ ０ ２ は 、 復 号 化 波 形 生 成 部 ２ ０ １ と 、 復 号 化 波 形 挿 入 部 ２ ０ ２ と 、 フ ィ ル
タ 処 理 部 ２ ０ ３ と 、 復 号 化 音 源 デ ー タ メ モ リ ２ ０ ４ と か ら 主 に 構 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
復 号 化 波 形 生 成 部 ２ ０ １ は 、 パ ラ メ ー タ 符 号 化 部 １ ０ ７ か ら 入 力 し た ゲ イ ン 符 号 と イ ン デ
ク ス に 対 応 す る ２ つ の 音 源 を 用 い て ロ ー カ ル な 音 源 波 形 Ｄ (i)を 以 下 の 式 （ １ ） に よ り 生
成 す る 。
Ｄ (i)＝ ｇ a× Ａ (i)＋ ｇ s× Ｓ (i)・ ・ ・ （ １ ）
i： 波 形 の イ ン デ ク ス （ ｉ ＝ ０ ～ Ｌ － １ ）
Ｌ ： サ ブ フ レ ー ム 長
ｇ a： 復 号 化 さ れ た 適 応 符 号 帳 の 音 源 の ゲ イ ン
Ａ (i)： 復 号 化 さ れ た 適 応 符 号 帳 の 音 源 波 形
ｇ s： 復 号 化 さ れ た 確 率 的 符 号 帳 の 音 源 の ゲ イ ン
Ｓ (i)： 復 号 化 さ れ た 確 率 的 符 号 帳 の 音 源 波 形
生 成 さ れ た ロ ー カ ル な 音 源 波 形 Ｄ (i)は 、 復 号 化 波 形 挿 入 部 ２ ０ ２ に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
復 号 化 波 形 挿 入 部 ２ ０ ２ は 、 復 号 化 音 源 デ ー タ メ モ リ ２ ０ ４ に 記 憶 さ れ て い る 復 号 化 音 源
デ ー タ を 未 来 か ら 過 去 に メ モ リ シ フ ト し て メ モ リ か ら 出 た 部 分 を 破 棄 し 、 未 来 の 空 い た 部
分 に ロ ー カ ル な 復 号 化 音 源 波 形 Ｄ (i)を 格 納 す る 。 以 下 の 式 （ ２ ） は 、 こ の 手 順 を 表 わ し
た も の で あ る 。
Ｍ (i)＝ Ｍ (i+L) （ た だ し 、 i=0～ P-L-1）
Ｍ (P-L+I)＝ Ｄ (i) （ た だ し 、 i=0～ L-1） ・ ・ ・ （ ２ ）
Ｍ (i)： 適 応 符 号 帳 と し て の 復 号 化 音 源 デ ー タ
i： 波 形 の イ ン デ ク ス （ ｉ ＝ ０ ～ Ｌ － １ ）
Ｌ ： サ ブ フ レ ー ム 長
Ｐ ： 適 応 符 号 帳 と し て の 復 号 化 音 源 デ ー タ の 格 納 す る メ モ リ 長
【 ０ ０ ３ １ 】
上 記 処 理 の 完 了 を 示 す 信 号 が 、 フ ィ ル タ 処 理 部 ２ ０ ３ に 出 力 さ れ る 。 フ ィ ル タ 処 理 部 ２ ０
３ は 、 ロ ー カ ル な 復 号 化 音 源 波 形 Ｄ (i)を 挿 入 さ れ た 後 の 復 号 化 音 源 デ ー タ に 対 し て フ ィ
ル タ リ ン グ を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ こ で 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 後 ろ 向 き フ ィ ル タ リ ン グ を 用 い た 場 合 を 説 明 す る 。 な
お 、 前 向 き フ ィ ル タ リ ン グ で も ピ ッ チ 強 調 や 周 波 数 適 応 等 の 効 果 は 得 ら れ る が 、 誤 り の 伝
播 が 若 干 長 く な る こ と に 注 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
そ し て 、 後 ろ 向 き フ ィ ル タ の 例 と し て 、 ピ ッ チ フ ィ ル タ を 例 と し て 説 明 す る 。 な お 、 ピ ッ
チ フ ィ ル タ 以 外 で も 、 低 域 ／ 高 域 強 調 フ ィ ル タ や 、 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ 等 を 用 い る こ と に
よ り 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
フ ィ ル タ 処 理 部 ２ ０ ３ は 、 ピ ッ チ フ ィ ル タ リ ン グ を 適 応 符 号 帳 の 符 号 に 対 応 す る ラ グ と 復
号 化 さ れ た 適 応 符 号 帳 の 音 源 の ゲ イ ン を 用 い て 行 う 。 具 体 的 処 理 を 以 下 の 式 （ ３ ） に 示 す
。
Ｍ (i)＝ Ｍ (i)＋ ａ × Ｍ (i+T) （ た だ し 、 i=P-T-1～ 0） ・ ・ ・ （ ３ ）
Ｍ (i)： 適 応 符 号 帳 と し て の 復 号 化 音 源 デ ー タ
ａ :フ ィ ル タ 係 数 （ ａ ＝ 0.05× ｇ a+0.09）
i： 波 形 の イ ン デ ク ス
Ｔ ： 復 号 化 さ れ た ラ グ
ｇ a： 復 号 化 さ れ た 適 応 符 号 帳 の 音 源 の ゲ イ ン
【 ０ ０ ３ ５ 】
な お 、 上 記 に お い て 、 「 0.05」 、 「 0.09」 と い う 定 数 は 復 号 化 さ れ た ゲ イ ン と ピ ッ チ フ ィ
ル タ の 係 数 と の 関 係 を 表 わ す １ 次 式 の 定 数 で あ る （ 本 実 施 の 形 態 で は 実 験 的 に 最 も 性 能 が
よ か っ た 値 を 示 し た ） 。 こ の 定 数 を 調 節 す る こ と に よ り 、 適 応 符 号 帳 の ピ ッ チ 成 分 の 強 弱
を 変 化 さ せ る こ と が で き る 。 も ち ろ ん 、 ２ 次 以 上 の 式 や 特 殊 関 数 を 用 い た 式 等 、 よ り 複 雑
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な 式 を 用 い て よ り 性 能 を 上 げ る こ と は 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
音 声 符 号 化 装 置 は 、 フ ィ ル タ 処 理 部 ２ ０ ３ に て ピ ッ チ フ ィ ル タ リ ン グ さ れ た 後 の 復 号 化 音
源 デ ー タ を 、 更 新 さ れ た 適 応 符 号 帳 と し 、 次 の サ ブ フ レ ー ム の 符 号 化 ／ 復 号 化 を 行 っ て い
く 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
こ の よ う に 、 復 号 化 音 源 デ ー タ に 対 し て フ ィ ル タ リ ン グ を 行 う こ と に よ り 、 適 応 符 号 帳 の
ピ ッ チ 構 造 を 強 調 す る こ と が で き る 。 ま た 、 最 新 の ラ グ に よ る ピ ッ チ フ ィ ル タ に よ り 、 よ
り 最 新 の ピ ッ チ 構 造 が 強 化 さ れ 、 処 理 さ れ た 適 応 符 号 帳 を 用 い る こ と に よ っ て よ り 高 品 質
の 音 声 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
な お 、 上 記 で 示 し た 後 ろ 向 き フ ィ ル タ は Ａ Ｒ 型 （ 一 度 フ ィ ル タ リ ン グ さ れ た 値 が そ の ま ま
フ ィ ル タ の 状 態 と な る タ イ プ ） で あ る が 、 Ｍ Ａ 型 の フ ィ ル タ と し て も 同 様 の 効 果 は 得 ら れ
る 。 た だ し 、 長 期 相 関 が 強 く （ ピ ッ チ 構 造 が は っ き り し て お り ） 且 つ ラ グ が 短 い 場 合 に は
よ り ピ ッ チ 成 分 を 強 調 で き る Ａ Ｒ 型 が 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 上 記 説 明 は Ｃ Ｅ Ｌ Ｐ 型 の 符 号 化 装 置 を 例 と し た が 、 Ｃ Ｅ Ｌ Ｐ だ け に 留 ま ら ず 復 号 化
波 形 デ ー タ （ な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 「 復 号 化 音 源 デ ー タ 」 と し て い る ） と し て 過 去 の 復
号 化 音 源 波 形 ま た は 復 号 化 音 声 波 形 を 用 い る 符 号 化 装 置 の 場 合 で も 、 同 波 形 デ ー タ に 対 し
て 本 発 明 を 適 用 す れ ば 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
な お 、 音 声 復 号 化 装 置 （ デ コ ー ダ ） で は 、 図 １ に 示 し た Ｌ Ｐ Ｃ 分 析 部 １ ０ １ 、 適 応 符 号 帳
１ ０ ２ 、 確 率 的 符 号 帳 １ ０ ３ 、 音 源 作 成 部 １ ０ ４ 、 Ｌ Ｐ Ｃ 合 成 部 １ ０ ５ と 同 一 の 構 成 を 備
え 、 音 声 符 号 化 装 置 か ら 伝 送 さ れ て き た 各 符 号 を 復 号 化 し て 音 源 波 形 を 得 る 。 こ の 際 、 本
発 明 は 適 応 符 号 帳 の 更 新 の 部 分 で 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 で は 、 適 応 符 号 帳 等 、 過 去 の 復 号 化 音 源 デ ー タ ま た は 復 号 化
音 声 波 形 を 復 号 化 音 源 デ ー タ と し て 蓄 積 ・ 更 新 す る Ｃ Ｅ Ｌ Ｐ 型 符 号 化 装 置 に お い て 、 復 号
化 音 源 デ ー タ の 状 態 更 新 を 行 う 際 に 、 最 新 の 復 号 化 波 形 に よ り 復 号 化 音 源 デ ー タ の 追 加 と
シ フ ト を 行 っ た 後 に フ ィ ル タ リ ン グ を 行 う こ と と し た 。 こ れ に よ り 、 そ の 結 果 得 ら れ た 波
形 を 次 の 符 号 化 ま た は 復 号 化 に 使 用 す る 復 号 化 音 源 デ ー タ と す れ ば 、 復 号 化 音 源 デ ー タ を
よ り 良 好 な 音 質 が 得 ら れ る よ う に 加 工 す る こ と が で き る 。 ま た 、 未 来 か ら 過 去 に 向 か っ て
か け る 後 ろ 向 き フ ィ ル タ リ ン グ を 用 い る こ と に よ り 、 そ の 加 工 に よ る 伝 送 誤 り の 伝 播 を 少
な く す る こ と が で き る 。 ま た 、 後 ろ 向 き フ ィ ル タ リ ン グ が 復 号 化 し た ラ グ を 用 い た ピ ッ チ
フ ィ ル タ リ ン グ を 含 む こ と に よ り 、 よ り ピ ッ チ 構 造 の は っ き り し た 復 号 化 音 源 デ ー タ を 用
意 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 １ に 係 る Ｃ Ｅ Ｌ Ｐ 方 式 の 音 声 符 号 化 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ
ッ ク 図
【 図 ２ 】 上 記 実 施 の 形 態 に 係 る 適 応 符 号 帳 の 内 部 構 成 を 示 す 機 能 ブ ロ ッ ク 図
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ １ 　 Ｌ Ｐ Ｃ 分 析 部
１ ０ ２ 　 適 応 符 号 帳
１ ０ ３ 　 確 率 的 符 号 帳
１ ０ ４ 　 音 源 作 成 部
１ ０ ５ 　 Ｌ Ｐ Ｃ 合 成 部
１ ０ ６ 　 比 較 部
１ ０ ７ 　 パ ラ メ ー タ 符 号 化 部
２ ０ １ 　 復 号 化 波 形 生 成 部
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２ ０ ２ 　 復 号 化 波 形 挿 入 部
２ ０ ３ 　 フ ィ ル タ 処 理 部
２ ０ ４ 　 復 号 化 音 源 デ ー タ メ モ リ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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